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財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備に関するお知らせ 

 

当社は、金融商品取引法第24条の４の４第１項に基づき、2025年５月29日付で関東財務局に提出いた

しました2025年２月期の内部統制報告書において、開示すべき重要な不備があり、財務報告に係る内部

統制は有効ではない旨を記載いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．開示すべき重要な不備の内容 

当社は、2025年２月期の会計監査人による会計監査の過程で、2024年12月より新たに導入した基

幹システムにおいて、在庫単価及び仕入に関連する諸掛費の検証が不十分であること等に起因する

在庫購買管理に関する会計処理の誤謬が判明し、決算短信発表後に複数の会計処理の修正をするこ

ととなりました。この会計処理の誤謬が生じた原因は、以下のIT全般統制及び全社的な観点に基づ

く決算・財務報告プロセス統制の不備にあると認識しています。 

 

（１）IT全般統制の不備：新基幹システム導入時におけるシステムテスト工程の不備  

当社は、生産性の向上及び業務の効率化を目的として、2024年12月に新たな基幹システムを

導入しています。この新基幹システムの導入前のシステムテスト工程において、原価計算及び

関連データの連携機能の領域で検証手続が不十分だったため、新基幹システムの本番稼働後に

システム内での原価計算の結果において一部不整合が発生しました。これにより、新基幹シス

テムの原価計算機能を業務に適用せず、システム外で原価計算をおこなう暫定的な対応をおこ

なったため、原価計算に関する決算手続を適時におこなうことができず、決算作業が遅延した

ことで、在庫購買管理に関する決算統制を十分に実施することが困難となりました。 

 

（２）全社的な観点に基づく決算・財務報告プロセス統制の不備：新基幹システムにおける在庫購

買管理に関する決算・財務報告プロセスを実行するために必要な人的リソースの不足 

上記の新基幹システムの開発を進める中で、情報システム部門及び財務経理部門において、

新基幹システムの在庫購買管理に関する開発要件を理解した重要な担当者が退職したものの適

切な引継ぎがされず、新基幹システムにおける在庫購買管理に関する決算・財務報告プロセス

を実行するために必要な人的リソースが不足することとなりました。その結果、在庫購買管理

に関する決算統制が適切に運用できておりませんでした。 

 

２．当事業年度末までに是正できなかった理由 

上記事実の判明は、当事業年度末日後であったため、当該開示すべき重要な不備を当事業年度の

末日までに是正することができませんでした。 



 

 

３．開示すべき重要な不備の是正方針 

当社は、財務報告に係る内部統制の重要性を認識しており、これらの開示すべき重要な不備を是

正するため、以下の方針に基づく改善策を講じて適正な内部統制の整備及び運用をおこないます。 

 

（１）新基幹システムにおける原価計算及び一部関連データの連携機能の十分な再検証と業務への 

適用 

IT全般統制における開発管理体制を強化し、外部専門家の協力を得て、現状の新基幹システ

ム導入時におけるシステムテスト工程の検証手続が不十分であった領域について、十分に再検

証し、新基幹システムの原価計算機能を業務に適用します。 

 

（２）在庫購買管理に関する決算・財務報告プロセスを実行するために必要な人的リソースの確保 

財務経理部門及び関連部門における人員の補強と在庫購買管理に関する業務知識の向上施策

を外部専門家からの支援も含め実施します。 

 

４．財務諸表に与える影響  

上記の開示すべき重要な不備に起因する必要な修正事項は、全て財務諸表に反映しております。  

 

５．財務諸表の監査報告における監査意見 

  無限定適正意見であります。  

以上 

 


